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研究テーマ 

・様々な障がい特性や多様な教育的ニーズに応える

ために、生徒一人一人を共通に理解し、現在および

卒業後の生活につながる適切な教育・支援ができる

よう、職員の専門性の向上をめざす。 

・三愛学舎のコンセプトを創るとともに、コンセプ

トを基にした「育成をめざす資質・能力」を導き出

し、教育の質向上のためカリキュラムマネジメント

を推進する。 

 

１ 全体研究 

（１）研究の目的 

 教育の質を向上させることを目的に、多様な教 

育的ニーズに対応できるカリキュラムの捉え直し 

と整備を進めていく。捉え直しの基準になるもの 

として、三愛学舎のコンセプトを創設し、コンセ 

プトを具現化したものの一つとして、「三愛学舎の 

育成をめざすをめざす資質・能力」を導き出す。 

（２）研究内容および方法 

①三愛学舎のコンセプトの創設、解釈、編集 

 外部コンサルタントを迎え、月１～２回のペ 

ースで三愛学舎のコンセプトをプロジェクトメ 

ンバーで検討し、作成、解釈を行った。また、 

コンセプトを具現化するための編集作業として、 

基本業務の検証を行った。 

②講義型研修 

 「これからの時代に必要な力とは」、「育成を 

めざす資質・能力について」をテーマに、年２ 

回実施した。 

③夏季職員研修 

   小グループに分かれ、三愛学舎の５年間で生 

徒に養いたい力について意見交換を行った。ま 

た、各意見を「三愛学舎の育成をめざす資質・ 

能力」の３つの柱に整理するとともに、養いた 

い時期や特に重要と考える力を導き出した。 

  ③秋季職員研修 

 前期末に完成したコンセプトについて、全職 

員で内容を共有した。また、小グループに分か 

れて解釈を行い、コンセプト実現のためのアイ 

 

 

 

ディアを出し合った。 

④冬季職員研修 

 コンセプトを基に導き出した「三愛学舎の育 

成をめざす資質・能力」について、学年や教科 

等の各部門で意見交換を行った。 

⑤高教研講演会 

 演題：「相馬支援学校のカリキュラムマネジメ 

   ント」 

 講師：福島県立相馬支援学校 

   教務主任 岡 千愛氏 

 期日：2023年 11月 17日(金) 

 参加者：約 40名 

 

２ 研修会 

（１）２年目職員研修  

 授業力向上をねらい、研究授業と他職員の授 

業見学を行った。 

 外部研修に参加し、学びの機会とした。 

（２）講演会 

   演題：「ミッションを掲げ、多様な価値観を受 

     け入れていく多様性のある職場づくり」 

   講師：京都精華大学前学長 ウサビ・サコ氏 

   期日：10月 24日(火) ＊オンライン 

（３）奥中山学園との合同研修 

   奥中山学園（障害児入所施設）の職員と合同 

  で実施した。 

 テーマ：不登校傾向の生徒への対応と考え方 

    について～学校・学園が一体となり取 

    り組むために～ 

 内容：小川博敬氏（岩手県自閉症協会会長） 

   より「不登校傾向の生徒への支援につい 

   て～カナンの園の特徴と強みを生かして 

   ～」をテーマに講演を聴き、小グループ 

   に分かれて意見交換を行った。 

 期日：７月 24日(月) 

 

３ 外部研修 

 希望者が参加した。研修後に研修報告書を作成し、

職員間で回覧した。 
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